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クントゥル・ワシ遺跡の年代的位置 


鶴見 英成（日本学術振興会） 
吉田 邦夫（東京大学） 
米田 穣（東京大学） 


 
 本稿の目的は、クントゥル・ワシ遺跡の編年に関わる現時点でのすべての年代測定結果


を提示すること、時期的に重なるヘケテペケ中流域の形成期遺跡群の年代測定結果を提示


すること、そして測定結果を検討して両地域およびヘケテペケ谷の形成期編年に較正年代


を対応させることである。これまでは年代測定結果を、同位体分別を補正した慣用 14C年
代（BP）と、単にAD1950−BP年代値により計算したBC値として提示してきたが[Onuki 1995; 
坂井 1998; 鶴見 2002]、本稿では適切な暦年代較正1を施した較正年代（信頼度 1σ範囲）


を示す。データの一覧を時期ごとに表 3-1～3-5にまとめたが、測定機関ごとの測定番号と、


初出文献の区分については表 3-1 の下に記載してある。また総括を表 3-6 にまとめ、さら


に付録DVDには較正計算を示すグラフも収録した。 
 
１．クントゥル・ワシ遺跡の年代測定資料：問題点と本稿の方針 


 クントゥル・ワシ遺跡関連の年代測定資料には炭化物と、人骨（から抽出したコラーゲ


ン）とがあり、いずれも放射性炭素年代測定法で計測した。炭化物試料の測定はすべて東


京大学総合研究博物館（旧・資料館）年代測定室で行われ、2002 年までに従来法（ß 線計


数法）による 10 点、AMS 法（加速器質量分析法）による３点の測定結果を発表した。本


稿で新たに AMS 法による 14 点と、既発表資料の従来法による別の測定結果１点を加える。


人骨試料はいずれも AMS 法によるもので、1998 年発表の９点は名古屋大学、本稿で新規


に提示する 36 点は国立環境研究所による測定である。 
 炭化物資料は必ずしも理想的なコンテクストに由来するものばかりではなく、想定時期


の前後の時期からの混入が想定される例などがあった[鶴見 2002]。本稿では資料点数のさ


らなる充実、また暦年代較正をすることにより、新たな評価を試みる。 
 人骨資料はほとんどが墓からの出土のため、建築・副葬品との対応が明確で、資料じた


いの年代が時期を直接示すという良好な資料であるが、クントゥル・ワシ期とコパ期とで


年代が重なってしまう例が多く、とくにコパ期資料の測定結果がクントゥル・ワシ期の想


定年代にかかるほど古く出る傾向にある。これは出土コンテクストではなく、資料自体の


性質に起因する同位体比変動の可能性がある2。よって較正年代の決定にあたっては、原則


的に炭化物資料の測定結果を基準とし、つぎに人骨試料の測定結果との対応を確認する。 
 最終的には、建築フェイズの回数や遺物の量、中流域との先後関係など多面的な検討の


もとに、各時期の年代幅を決定していくこととする。 
 


                                                        
1 較正計算には OxCal  v4.0.1 を使用した。較正曲線は SHCal04 である。 


2 たとえば海産の食物を多く採取したために、海洋リザーバー効果に起因して古い値を示す可能性を指摘しておく。 







２．クントゥル・ワシ遺跡の編年と暦年代 


 はじめにクントゥル・ワシ遺跡の編年の変更点を明記しておく。セロ・ブランコ遺跡の


セロ・ブランコ期と、クントゥル・ワシ遺跡のイドロ期とは、ともに形成期中期に含まれ


る。しかし土器をはじめとする資料の分析結果、およびヘケテペケ中流域での調査結果か


ら、セロ・ブランコ期とイドロ期は完全に同時ではなく、前者の次に後者が続く関係であ


るとの見通しを得るに至った。以下、この前提にもとづいて記述を進める。 
 
２－１． イドロ期（表 3-1） 


 イドロ期の炭化物資料は新たに４点が加わり計７点となった。またすでに発表された


90KW-A-C13 の別の測定結果を今回提示している 3 。イドロ期の床で封印された


7KW-A-C30 と 7KW-A-C38、炉から採られた 7KW-C-C16 などが良好なコンテクストの資


料であり、それらの較正年代に基づいてイドロ期を 950～800 cal BCと求める。なお人骨資


料１点はやや新しい年代を示すが、800 cal BCには近い値である。 
 


 


 
２－２． クントゥル・ワシ期（表 3-2） 


 クントゥル・ワシ期の炭化物資料は新たに２点加わり計９点となった。クントゥル・ワ


シ期から後述のコパ期にかけては、暦年較正曲線が変化に乏しい期間（750〜400 cal BC）
にかかるため、較正年代を絞り込むのが難しい資料が多い。また円形広場内の堆積から採


られた資料群は、コパ期建築の建設時に混入した可能性もあり、ましてや想定時期である


建築フェイズ（KW-2）にまで絞り込むのは難しい[鶴見 2002]。以上のような問題はある


                                                        
3 90K-A-C13 は二つに分けて測定された。これまで発表されてきた測定結果（測定その１）は測定番号 TK-907a の測定結果で、「炭と思われる


ものを拾い酸とアルカリ、両処理をしたもの」だが、アセチレンの希釈率が約 8.9 倍と高く、測定結果の信頼性は低い。今回が初出となる TK-907A


（測定その２）は「毛根と貝殻および炭と思われる物の残りの部分を、酸処理のみ行ったもの」、すなわち前者の残りの炭および土壌有機物で


あるのでやはり信頼性は高いはと言えない。測定結果であるが、前者は古すぎ、後者はクントゥル・ワシ期想定年代にかかるやや新しい年代を


示した。 







 


 
が、較正年代の分布が比較的まとまる 9K-C-B7、90K-B-C14、98KW-A-C22 などの測定結


果と、また前後のイドロ期・コパ期との関係から、クントゥル・ワシ期の年代は 800～550 







cal BCとする。なお同様に較正曲線の問題はあるが、人骨の測定年代のすべてがこの年代


幅と大きく矛盾しない結果となっている4。 
 
２－３． コパ期（表 3-3） 


 コパ期の炭化物資料は新たに６点が加わり計９点となった。クントゥル・ワシ期から引


き続き、較正曲線が変化に乏しい期間に相当する資料が多いが、床で封印された 6KW-G-C9
や、複数のコパ期埋葬により封印された 6KW-G-C54 と 6KW-G-C58 などがいずれも 550～
400 cal BC に集中することから、550 cal BC をコパ期の開始年代とする。またコパ期の最終


建築フェイズ（CP3）には、CP2 までの神殿建築の多くの部分が破壊・埋没せしめられた。


そのためCP3対応コンテクストの資料にはCP2以前の炭化物が混入しやすかったと考えら


れ、とくに新しい年代を示すことがなかった。ここでは 9K-C-C5 と 9K-C-C12 など、比較


的新しい年代を示す資料を考慮に入れ、250 cal BC までを CP3 を含めたコパ期の範囲とし


ておく。 


 
                                                        
4 9K-N-A137 の名大による測定（その１）のみが古い値を示したが、同一資料の環境研による測定（その２）の結果は、他の資料と大きく変わ


らないものとなった。 







 


 
 







 人骨年代は、明らかに新しすぎて不適切な 2 点（9K-N-CT1、6KW-G-H6）を除けば、い


ずれも 550～250 cal BC という想定年代に較正年代の一部は重なるが、多くの試料でクント


ゥル・ワシ期の想定年代である 800 cal BC 前後が高確率となり、炭化物よりも見かけ上の


年代が古くなる傾向がある。炭素・窒素同位体比に基づく食性分析[関・米田 2004]による


と、コパ期の食生活では C3 植物および C4 植物が主要なタンパク質源であるが、若干高め


の窒素同位体比が示唆されており、海産物利用の可能性も指摘されている。人骨の年代測


定の結果でも 14C が少ない海産物の炭素の影響のため、炭化物よりも古い年代を示してい


る可能性が高い。海産物摂取の可能性は、クントゥル・ワシ期でも指摘されていたが、ク


ントゥル・ワシ期人骨の年代にはこのような問題が起きていないことから、窒素同位体比


の上昇について、家畜による C4 植物の消費など海産物利用以外の要因も検討せねばなら


ない。現時点で年代のずれに関する明確な原因を指摘することはできないが、今後動物骨


の同位体比分析によって検討する必要がある。 
 
２－４． ソテーラ期（表 3-4） 


 ソテーラ期の年代測定は、本稿で発表する４資料（炭化物２点、人骨２点）が初めての


事例であるが、それらのみから年代を決定することは困難であった。以下、その問題点を


述べる。クントゥル・ワシ遺跡とセロ・ブランコ遺跡のソテーラ期は、カハマルカ盆地に


おけるライソン期社会と密接な関係が伺われる。ワカロマ遺跡のライソン期建築には大量


の灰が伴っていたが、その中の炭化物を年代測定した結果、ほとんどが後期ワカロマ期（セ


ロ・ブランコ期、イドロ期、クントゥル・ワシ期に相当）の年代を示した。その原因につ


いては、後期ワカロマ期から残存していた有機物をライソン期に燃やした、という可能性


が指摘されている[関 1998]。このようにライソン期の年代については直接的な資料がなく、


またクントゥル・ワシ遺跡に先行して発掘されたセロ・ブランコ遺跡でも、ソテーラ期建


築から良好な炭化物資料が得られなかったため、年代測定がなされていない。そこでこれ


まで、カハマルカ盆地のライソン期直前の時期である EL 期（コパ期に相当）の終末年代


と、広く中央アンデス地域全体における形成期の終末年代をもとに、250～50 cal BC とい


う暫定的な年代幅がライソン期・ソテーラ期に対して割り当てられてきたのである[坂井 
1998]。そしてクントゥル・ワシ遺跡であるが、ソテーラ期建築はコパ期建築を破壊しつつ


作られているためか、ソテーラ期の土層にしばしばコパ期土器の混入が見られる。測定さ


れた炭化物資料２点は同一の地点・層位のものであるが、やはりそのような土層であった。


測定結果はいずれもコパ期の想定年代に重なっており、これらの炭化物もまたコパ期から


混入した可能性がある。先述のカハマルカ盆地ライソン期のデータも考慮し、現時点での


総合的な判断として、従来通りの 250～50 cal BC という値を継続的に採用することとする


が、将来的にはより確実な資料を採取し、検討を加える必要がある。 
 なお人骨資料２点のうち、250 cal BC にかかる 6KW-B-H12 は、この推定値と矛盾しない。


しかし、6KW-B-H1 はクントゥル・ワシ期～コパ期対応の古い年代となっている。 
 







 
 
２－５． 追補：セロ・ブランコ遺跡の編年 


 クントゥル・ワシ遺跡の較正暦年代との対応から、セロ・ブランコ遺跡の年代測定資料


[Onuki 1995; 坂井 1998]を検討し、その年代について考察する。まずラ・コンガ期の年代


であるが、これまで測定された炭化物資料４点のうち３点は明らかに古すぎる（先土器時


代に相当する）値を示した。残る資料 TK-710 の測定結果（3390±70BP）と、後述の中流


域モンテグランデ遺跡より後の年代が想定されることから[Ulbert 1994]、1600 cal BC を


ラ・コンガ期の開始年代としておく。 
 つぎにセロ・ブランコ期であるが、測定結果が先土器時代に相当する資料２点（TK-712(C)、
TK-711）を除外し、残る３点の測定結果（TK-713:2990±80BP、TK-751:2910±170BP、
TK-712:2750±60BP）とイドロ期との関係を考慮して、1250～950 cal BC をその年代とする。 
 なおセロ・ブランコ遺跡１号墓はクントゥル・ワシ遺跡イドロ期に平行する時期と想定


されるが、出土炭化物 TK-714 の測定結果は古く（3270±70BP）、ラ・コンガ期の年代に


近い。これは既存の建築の厚い堆積を掘り返して設けられたために、古い時期の炭化物が


混入したものと考えられる。 
 
３． ラス・ワカス遺跡・レチューサス遺跡の編年と暦年代（表 3-5） 


 以下、ラス・ワカス遺跡とレチューサス遺跡の編年について、炭化物による年代測定の


結果と解釈のみ簡略に記す。なおヘケテペケ中流域の形成期遺跡群の詳細は、本書所収の


鶴見論文「ヘケテペケ中流域における形成期社会の動態」にて詳述する。 
 
３－１－１． アマカス期 


 ラス・ワカス遺跡最下層、アマカス１期建築に伴う 04LH-A-C958 から、アマカス期の開


始を 1450 cal BC とする。この小規模な建築はおそらく長期間存続せず、アマカス２期の神


殿建築に覆われるが、その年代を 1400 cal BC と仮定する。03LH-C-C135 によると、アマ


カス２期の途中の 1350 cal BC に神殿が更新される（アマカス 2a 期から 2b 期への移行）。


つづくテンブラデーラ１期建築に覆われる直前の年代は、03LH-B-C84 に基づき 1250 cal 
BC とする。 
 
３－１－２． テンブラデーラ期 


 アマカス期からテンブラデーラ１期への移行は先述の通り 1250 cal BC で、テンブラデー


ラ１期から２期への移行年代は不明である。２期の末、すなわちラス・ワカス最後の神殿


更新時点の炉から採られた 04LH-B-C2/3 は、1150～1050 cal BC という年代を示した。しか







しこれは想定よりかなり古いため、炉自体はテンブラデーラ２期終末のものでも、焼却さ


れた木材はもっと以前に伐採されたもの（たとえば神殿更新時に廃棄された古い建材）だ


った、などの事態を想定すべきかも知れない。それを裏付けるように、後述の水成層から


採取された資料３点は、いずれも A1 基壇に由来すると見られるものだが、うち


05LH-A-C1(A)などは 850 cal BC あたりまで時期が下る可能性がある。現時点ではテンブラ


デーラ２期の終了年代は、同時期にあたるクントゥル・ワシ遺跡イドロ期にならって 800 
cal BC としておく。 
 
３－１－３． レチューサス期 


 レチューサス遺跡のレチューサス期は、ラス・ワカス遺跡テンブラデーラ期に続く時期


との想定である。コンテクスト良好な資料はまだ採取されていないが、基壇建築の建設時


点のものと、建築更新時に設けられた埋葬に伴うもの、計２資料を試験的に測定した。そ


の結果、いずれもアマカス期からの混入と判明した。レチューサス期の年代決定は将来の


課題とし、本稿ではクントゥル・ワシ期と同時期に位置づけるにとどめる。 
 
３－１－４． ラス・ワカス遺跡の水成層 


 ラス・ワカス遺跡 A 広場周辺が先スペイン期に水没した際、生じた水成層から採取した


炭化物 3 点から、大規模水害の時期を特定することを目的に年代測定を実施した。出土遺


物からは地方王国期の年代が想定されたが、測定結果はいずれもテンブラデーラ期の値で


あった。これは先述の通り、A1 基壇から流出した炭化物であったためであろう。 
 


 
 
３－２． 追補１：その他の時期 


 中流域での調査は上記２遺跡以外でも実施しており、レチューサス期以後の遺構・遺物


も確認された。レチューサス期に続くチャウシス期はクントゥル・ワシ遺跡のコパ期と、


セロ・ヨナン期はソテーラ期と平行と見られる。いずれも年代測定は実施していない。 







３－３． 追補２：先行研究での年代測定結果 


 ラス・ワカス遺跡の周辺では 1980 年代に多数件の発掘調査が実施されており、いくつか


の形成期遺跡で数値年代が提示されている。ここでは年代に関する情報のみ抽出して、先


述の編年との対応の仕方について記述する。 
 形成期前期のモンテグランデ遺跡では「約 1800 cal BC」という較正暦年代5が得られて


いる[Ulbert 1994]。モンテグランデ遺跡の創始はラス・ワカス遺跡アマカス１期よりも早い


ことが確実であり、この年代をもってヘケテペケ川流域の形成期前期の開始とする。 
 チュンガル遺跡に隣接する 14.14 遺跡と、ラス・ワカス遺跡に隣接する 13.17 遺跡では、


ペルー文化庁の調査により炭化物が採取され、東京大学で年代が測定された[Terada and 
Onuki 1985]。14.14 遺跡の資料はカハマルカ盆地の前期ワカロマ期、すなわち形成期前期


（アマカス期）対応とされている。05 年の発掘により、隣接するチュンガル遺跡の創始が


アマカス期と判明したが、14.14 遺跡の成立も同時と見て良く、測定結果もこれに一致する。


13.17 遺跡からの２点は後期ワカロマ期、すなわち形成期中期（テンブラデーラ期）対応と


される資料である。2004 年の発掘の結果から、13.17 遺跡の大部分はテンブラデーラ１期


に建設されたと想定されるが、この測定結果もそれに合致する。 
 
４．結論 


 以上の内容を総括し、年代測定に基づく編年と較正暦年代との対応を整理して示すこと


にする。まずセロ・ブランコ遺跡とクントゥル・ワシ遺跡の編年は以下の通りである。 
  ラ・コンガ期  1600～1250 cal BC 
  セロ・ブランコ期 1250～950 cal BC 
  イドロ期  950～800 cal BC 
  クントゥル・ワシ期 800～550 cal BC 
  コパ期   550～250 cal BC 
  ソテーラ期  250～50 cal BC 
 
 ラス・ワカス遺跡とレチューサス遺跡については、今後測定資料を増やして検証を進め


る必要があるが、とりあえず現時点では以下のように整理しておく。 
  アマカス１期  1450～1400 cal BC 
  アマカス２期  1400～1250 cal BC 
  テンブラデーラ１期 1250～1000 cal BC 
  テンブラデーラ２期 1000～800 cal BC 
  レチューサス期  800～550 cal BC(?) 
 
 ヘケテペケ谷における形成期中期と形成期後期は、それぞれ大きく２期に分けられるの


で、古い順に形成期中期Ⅰ・形成期中期Ⅱ・形成期後期Ⅰ・形成期後期Ⅱと区別すること


とする。その上で全遺跡の時間的関係を以下の表 3-6 にまとめ、本稿の結びとする。 
 


                                                        
5  熱ルミネッセンス法による土器の年代測定結果。放射性炭素年代測定法ではないので較正は不要である。
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